
平
成
二
十
七
年
度
総
会
・
懇
親
会
開
催
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六
月
二
十
日
午
後
四
時
よ
り
小
田
急

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
に
て
、

第
二
十
二
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
幹
事
長
の
司
会
に
よ
り
、
総
会

議
事
に
先
立
ち
、
物
故
さ
れ
た
会
員
に

黙
祷
を
捧
げ
、
次
い
で
原
会
長
か
ら
「
本

年
度
の
基
本
方
針
と
し
て
相
模
原
三
田

会
は
三
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
運
営
し

て
い
き
た
い
。
一
つ
目
は
普
段
着
で
お

付
き
合
い
の
で
き
る
気
楽
な
楽
し
い
会

に
し
て
い
く
こ
と
。
二
つ
目
は
政
令
指

定
都
市
相
模
原
に
ふ
さ
わ
し
い
発
展
的

な
三
田
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
。
三

つ
目
は
慶
應
義
塾
社
中
と
し
て
の
誇
り

を
持
っ
て
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、
平
成
二
十
六
年
度
事

業
報
告
（
会
務
執
行
ル
ー
ル
が
再
構
築

さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
会
務
が
正
確
か

つ
迅
速
に
運
営
さ
れ
た
こ
と
等
）
及

び
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
（
会
員

増
強
並
び
に
会
の
活
性
化
活
動
の
開
始

等
）
が
説
明
さ
れ
、
次
に
平
成
二
十
六

年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、
さ
ら

に
平
成
二
十
七
年
度
予
算
計
画
が
説
明

さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
役
員
の
一
部
改
選
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
に
移
り
、各
部
会
（
ゴ
ル
フ
、

麻
雀
、
女
子
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
鑑
賞
）

及
び
家
族
・
旅
行
会
幹
事
か
ら
活
動
状
況

報
告
が
あ
り
、
議
事
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
御
来
賓
の
北
村
塾
員
セ
ン

タ
ー
課
長
か
ら
塾
の
近
況
報
告
を
頂
き
、

次
い
で
法
学
部
安
田
淳
教
授
よ
り
「
現

代
中
国
の
安
全
保
障
と
日
中
関
係
」
と

題
し
、
外
交
の
機
微
に
触
れ
つ
つ
我
が

国
が
直
面
す
る
重
要
テ
ー
マ
に
つ
い
て

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
現
在
進
行
中

の
外
交
問
題
で
あ
る
だ
け
に
会
員
一
同

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
お
待
ち

か
ね
の
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。
塾
歌

斉
唱
の
後
、
恒
例
に
よ
り
、
当
日
出
席

者
中
最
年
長
の
鈴
木
俊
二
会
員
（
八
十
八

歳
）
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
新
入
会

員
二
名
が
自
己
紹
介
を
さ
れ
、
会
は
さ

ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
応
援
指
導
部
の
リ
ー
ド
で
「
丘

の
上
」
等
の
応
援
歌
を
肩
組
み
な
が
ら

高
唱
す
る
頃
に
は
最
高
潮
に
達
し
、
余

韻
が
残
る
中
、
百
瀬
副
会
長
か
ら
の
締

め
の
挨
拶
で
懇
親
会
は
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

講演する安田淳教授
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必
要
な
理
由
は
三
点
で
す
。

㈠
相
模
原
三
田
会
の
収
支
状
況
は
、
設
立

以
来
こ
れ
迄
、
毎
年
二
十
万
円
弱
の
赤

字
運
営
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

　
　

こ
の
補
填
に
は
主
と
し
て
、
周
年
記

念
時
に
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付

の
一
部
を
積
立
金
と
し
、
こ
れ
を
取
り

崩
し
て
運
営
に
当
て
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
は
不
健
全
と
ま
で
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
是
正
す
べ
き

状
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈡
「
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
」
と
云
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
私
達
に
も
似
た
様
な
と

こ
ろ
が
在
り
そ
う
で
す
。

　
　
「
老
若
男
女
の
多
数
の
会
員
が
集
い
、

元
気
に
・
仲
良
く
・
よ
り
楽
し
い
三
田
会
」

を
目
指
し
、
活
動
を
し
て
い
る
訳
で
す

が
、
こ
れ
に
は
増
員
・
増
強
・
活
性
化

策
等
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
組
ん
で
行
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
所
謂
今
後
、
投
資
的

費
用
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈢
時
々
、
私
た
ち
の
耳
に
「
周
辺
三
田
会
に

比
べ
、
本
会
の
年
会
費
は
割
高
で
は
な

い
か
？
」「
今
の
一
般
会
員
の
年
会
費
は
、

若
い
層
や
女
性
に
は
厳
し
い
の
で
は
な

い
か
？
」
等
と
云
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
昨
年
の
総
会
以
降
、
会
則
を
変

更
し
て
、
若
干
の
手
直
し
を
行
い
ま
し

た
が
、
今
後
更
に
段
階
的
引
き
下
げ
を

視
野
に
、
対
策
し
て
行
く
所
存
で
す
。

　

以
上
が
主
な
理
由
で
す
。
宜
し
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
す
で
に
紹
介
し
ま

し
た
が
、
相
模
原
三
田
会
の
バ
ナ
ー
が
出

来
ま
し
た
。
会
員
の
慶
弔
等
で
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

次
の
方
々
が
新
た
に
相
模
原
三
田
会
に
加

入
さ
れ
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安　

藤　

康　

恵　
　

磯　

貝　

隆　

幸

今　

井　

恵
美
子　
　

今　

井　

良　

子

大　

澤　

洋　

子　
　

川　

口　

順　

一

笹　

野　

愛　

美　
　

菅　

沼　

貞　

雄

鈴　

木　

直　

樹　
　

高　

石　
　
　

緑

高　

岡　

栄　

子　
　

田　

島　

敏　

久

広
告
を
、
我
々
の
Ｈ
Ｐ
へ
ご
掲
載
頂
き
た

い
の
で
す
。
勿
論
、
法
人
に
限
ら
ず
個
人

か
ら
の
申
し
出
も
大
歓
迎
で
す
。

　

是
非
と
も
宜
し
く
ご
検
討
の
程
、お
願
い

致
し
ま
す
。

㈡
小
額
寄
付
の
お
願
い
で
す
。

　

本
会
主
催
の
懇
親
会
（
新
年
会
、総
会
、

南
北
地
区
会
他
）
の
受
付
に
、
貯
金
箱
を

置
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
懇
親
会
に
ご
参
加

の
折
、
皆
様
が
お
手
持
ち
の
コ
イ
ン
（
所

謂
バ
ラ
銭
）
を
、
こ
の
貯
金
箱
に
お
入
れ

頂
き
た
い
の
で
す
。
或
い
は
、
当
日
の
世

話
役
が
貯
金
箱
を
持
っ
て
、
皆
様
の
お
席

を
回
ら
せ
て
頂
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
折
に
は
、
ど
う
か
皆
様
の
お
お
ら

か
な
笑
顔
と
共
に
チ
ャ
リ
ン
、
チ
ャ
リ
ン

と
ご
喜
捨
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

バ
ナ
ー
広
告
の
募
集
や
コ
イ
ン
寄
付
が

㈠
相
模
原
三
田
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
以
下

Ｈ
Ｐ
と
表
記
）に
バ
ナ
ー
広
告
を
ご
掲
載

頂
く
か
た
ち
で
の
協
賛
の
お
願
い
で
す
。

　

我
が
三
田
会
が
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て
約
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。
お
陰
様
で
多
く
の
塾

員
・
会
員
の
皆
様
に
お
立
ち
寄
り
頂
き（
ア

ク
セ
ス
数
は
毎
月
一
千
か
ら
一
千
八
百
位

で
推
移
）、
Ｈ
Ｐ
を
経
由
し
て
入
会
さ
れ

た
方
も
十
数
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
当
初
私
共
が
期
待
し

た「
相
模
原
に
三
田
会
が
在
り
ま
す
ヨ
！
」

の
Ｐ
Ｒ
に
、
一
定
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
会
員
に
も
Ｈ
Ｐ
を
ハ
ッ
キ
リ
意

識
し
た
行
動
が
見
え
、
自
ず
と
会
の
活
動

に
も
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

こ
う
し
た
傾
向
の
継
続
は
本
会
の
発
展

に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

既
に
慶
應
連
合
三
田
会
及
び
神
奈
川
通
信

三
田
会
と
の
間
で
相
互
リ
ン
ク
を
貼
ら
せ
て

頂
き
、
よ
り
多
く
の
塾
員
及
び
関
係
者
に

我
々
の
Ｈ
Ｐ
に
お
立
ち
寄
り
頂
く
機
会
が
増

え
る
な
ど
、
交
流
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
相
模
原
三
田
会
の
会
員
」

及
び「
会
員
が
経
営
に
参
加
さ
れ
て
い
る
、

又
は
、
お
勤
め
を
さ
れ
て
い
る
法
人
」
の

会
員
の
皆
様
に

　
　
「
二
つ
の
お
願
い
」

Ｈ
Ｐ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
の
詳
細

㈠
広
告
の
形
状…

一
律
定
型
サ
イ
ズ

㈡
広
告
料
金…

…

年
間
一
万
円

　
定
型
サ
イ
ズ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
限

り
版
下
等
の
製
作
費
用
は
不
要
で
す
。

㈢
期
　間…

広
告
掲
載
の
日
〜

　
　
　
　
　
　
明
年
五
月
末
日
迄

㈣
申
込
み
要
領…

協
賛
し
て
い
た
だ
け

る
会
員
の
方
は
次
の
連
絡
先
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
申
込
用
紙
等
を

お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
相
模
原
三

田
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
直
接
お
申
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。

連
絡
先…

諏
訪
孝
和
（
副
幹
事
長
）

　
　
　
　
℡
０
９
０

－

９
０
１
２

－

２
４
８
４

相
模
原
三
田
会
の

　

バ
ナ
ー
が
出
来
ま
し
た
！

新
入
会
員
の
紹
介
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【
ゴ
ル
フ
部
会
】

　

ゴ
ル
フ
部
会
で
は
、
年
２
回
懇
親
コ
ン
ぺ

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
去
る
４
月
28
日

に
は
名
門
の
誉
れ
高
い
相
模
Ｃ
Ｃ
に
約

30
名
の
会
員
が
集
合
し
、
春
の
好
天
下
で

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
必
ず
50
回
以
降
も

継
続
す
る
事
を
全
員
で
祈
念
し
ま
し
た
。

次
回
第
41
回
は
、
中
津
川
Ｃ
Ｃ
で
６
組
で

開
催
し
ま
す
。
腕
に
覚
え
の
あ
る
方
・

久
し
ぶ
り
の
方
・
初
め
て
間
も
な
い
方
・

女
性
の
方
々
…
大
歓
迎
で
す
。
近
々
ご
案
内

し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

部
会
・
コ
ン
ぺ
の
ご
照
会
は
、
遠
慮
な
く

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
女
子
部
会
】

　

女
子
部
会
で
は
春
と
秋
に
お
し
ゃ
れ
な

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

　

去
年
の
十
一
月
は
新
宿
小
田
急
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
20
階
で
、
ま
わ
り
を
高
層
ビ
ル
に

囲
ま
れ
た
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
サ
ラ
ダ
の

食
べ
放
題
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
の

三
月
は
一
転
、
玉
川
学
園
前
の
隠
れ
家
的

【
囲
碁
部
会
】

　

当
部
会
は
現
在
、
町
田
三
田
会
囲
碁
同

好
会
と
共
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
例
会
の

会
場
が
日
本
棋
院
町
田
支
部
で
あ
る
等
の

関
係
上
、
開
催
案
内
は
町
田
三
田
会
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
相
模
原
主
体
の
例
会

は
、
偶
数
月
の
第
三
土
曜
日
の
十
三
時
か

ら
十
七
時
迄
で
す
が
、
町
田
か
ら
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
又
、
奇
数
月
の
第
三
土
曜

日
の
同
時
間
帯
は
、
相
模
原
・
町
田
の
共

催
で
す
。
会
員
は
相
模
原
六
名
、
町
田
約

十
名
、
厚
木
一
名
で
、
棋
力
は
五
段
か
ら

級
ク
ラ
ス
と
多
彩
で
す
が
、
碁
会
所
基
準

で
ハ
ン
デ
ィ
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
終
了

後
、
時
に
は
飲
み
会
で
懇
親
を
深
め
て
い

ま
す
。
是
非
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

田　

島　

敏　

秀　
　

田　

島　

富
美
子

寺　

林　

憲　

也　
　

中　

尾　

真　

弓

中　

山　

暁　

慧　
　

野　

口　
　
　

仁

長
谷
部　

倭　

子　
　

原　
　
　

千
夏
子

細　

田　

浩　

子　
　

間　

島　

徳
治
郎

三　

宅　

武　

司　
　

宮　

崎　

美
恵
子

守　

屋　

邦　

康　
　

山　

﨑　
　
　

均

（
順
不
同
）

　
（
其
の
壱
）
満
八
十
歳
を
超
え
ら
れ
る

皆
様
に
重
要
な
ご
連
絡
！

　

当
会
で
は
、「
当
該
年
度
に
、
満
八
十

歳
を
迎
え
ら
れ
る
会
員
の
年
会
費
は
当
該

年
度
以
降
無
料
」
と
す
る
「
会
則
の
変
更
」

が
昨
年
の
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
変
更
は
、
満
八
十
歳
以
上
の
皆
様

（
呼
称
：
名
誉
会
員
）
が
何
時
ま
で
も
お
元

気
で
当
会
の
諸
事
業
を
お
楽
し
み
頂
く
終

身
会
員
的
意
味
合
い
を
込
め
た
も
の
で
す
。

　
（
其
の
弐
）
ご
承
知
の
通
り
、
本
会
の

運
営
は
皆
様
の
年
会
費
に
よ
り
賄
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
年
会
費
の
お
支
払
い
が
未
だ

お
済
み
で
な
い
方
は
、
ご
面
倒
で
も
至
急

左
記
口
座
宛
て
お
振
込
み
下
さ
れ
度
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

部
会
紹
介

風 

間　

晴 

夫

☎ 

０
９
０−

６
１
６
３−

５
６
７
７

連絡先

渡 

辺　

浩 

貞

☎・Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２−

７
５
３−

１
０
５
０

連絡先

年
会
費
に
つい
て（
ご
連
絡
）

横
浜
銀
行   

相
模
大
野
支
店

口　
座　
名   

相
模
原
三
田
会

口
座
番
号   （
普
）１
２
４
１
７
７
４
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ン
サ
ー
ト
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会
】

　

人
間
の
基
本
的
な
行
動
の
一
つ
は
足
を

使
っ
て
歩
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
平
成
22
年

に
発
足
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
は
基
本
的

に
は
広
く
相
模
原
市
内
を
意
欲
的
に
歩
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
歩
く
こ

と
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
良
い
所
も
あ
る
の

だ
と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
思
い
出

に
な
る
よ
う
幹
事
一
同
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

麻
雀
部
会
も
次
回
十
月
十
二
日
開
催
で

六
十
五
回
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
八
年
六
月
に
開
設
さ
れ
て
以
来
、

同
好
の
士
に
よ
る
数
々
の
名
勝
負
が
闘
牌

さ
れ
て
来
ま
し
た
。

　

現
在
年
三
回
、
女
性
も
家
族
も
含
め

て
賑
や
か
な
会
費
制
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
回
は
五
卓
（
二
十
名
）
で
開
催
し
ま

す
。
開
催
日
は
、土
日
が
混
雑
し
ま
す
し
、

平
日
は
、
お
勤
め
の
方
が
参
加
で
き
な
い

の
で
、
祭
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
も
今
後
貸
切
り
と
し
ま
し
た
の
で

気
兼
ね
な
く
楽
し
め
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
で
の
王
様
中
の
王
様
と
言
わ

れ
、
全
世
界
に
愛
好
者
が
、
日
本
で
は

千
五
百
万
人
が
楽
し
ん
で
い
る
麻
雀
で
遊

ぼ
う
。

【
鑑
賞
部
会
へ
の
お
誘
い
】

　

相
模
原
三
田
会
鑑
賞
部
会
で
は
、
会

員
の
皆
様
に
気
軽
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
演

劇
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
厳
選

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
鑑
賞
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
松
竹
歌
舞
伎
や
宝
塚
歌
劇
団

子
公
演
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
コ

レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
い
ま
し
た
。
ど
の
料
理

も
盛
り
付
け
の
美
し
さ
は
圧
巻
で
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
参
加
率
が
と
て
も
高

く
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
ま
た
多
く
の
方
が
家
族
会
員
と
し
て

入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
も
趣
向
を
凝
ら
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

【
麻
雀
部
会
便
り
　
そ
の
十
五
】

■ 

お
悔
み

　

長
い
間
、
相
模
原
三
田
会
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
大
森
涼
一
郎
様
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

高 

岡　

宏 

治

☎ 

０
４
２−

７
０
７−

０
７
２
８

連絡先

織 

田　

益 

夫

☎ 

０
４
２−

７
４
３−

８
５
１
１

連絡先

鈴 

木　

行 

雄

☎ 

０
９
０−

８
８
１
０−

１
６
８
１

連絡先

堀 

田　

順 

子

☎ 

０
９
０−

４
３
９
７−

５
７
５
７

連絡先

　

相
模
原
三
田
会
の
三
大
行
事
の
一

つ
、
家
族
旅
行
会
が
今
年
は
十
一
月
三

日
（
祝
日
・
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

行
く
先
は
、
毎
年
幹
事
が
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

家
族
旅
行
会
に
奮
っ
て
ご
参
加
を
！

今
年
の
慶
應
連
合
三
田
会
は
十
月
二
五

日
（
日
）
に
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
相
模
原
三
田
会
で
は
会
場

の
一
角
に
旗
を
掲
げ
会
員
が
集
ま
る
場

所
を
設
け
て
い
ま
す
。
会
員
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
や
友
人
と
ご
一
緒
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

慶
應
連
合
三
田
会

　
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
ろ
う


